
7月から12月までの退院患者に係る調査
～平成１７年度調査からの変更点と注意点～

平成１８年６月

厚生労働省保険局医療課

提出データの概要
Ｐ３

内容 様式の名称 平成１７年度調査からの変更点

患
者
別
匿
名
化
情
報

診療録情報 様式１
診断群分類の妥当性の検証に必要
な重症度等を追加

診
療
報
酬
請
求
情
報

医科点数表による
出来高情報（全患
者）

Ｅ，Ｆファイル
レセ電算への対応を必須化し、Ｉ
ファイルを廃止

診断群分類点数表によ
り算定した患者に係る
診療報酬請求情報

Ｄファイル
Ｇファイルおよび様式５に代わる
様式としてＤファイルを新設

医科保険診療以外
のある症例調査票

様式４

様式１と同じく退院時に作成。様式１
作成例について、全て作成が必須。
※保険請求なしを含め、全ての退院患者で

作成が必要

施設調査票（平均在院日数，病床
利用率等）

様式３
医科点数表改定に伴う修正、様式
6との統合
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平成１７年度調査との変更点（１）

調査期間

調査期間が、７月から１０月までの退院患者に係る
調査から、７月から１２月までの退院患者に係る調
査についての調査に、２ヶ月間延長

データ提出スケジュール：ｐ６

平成１７年度調査との変更点（２）

調査様式の変更
Fファイルのファイル・レイアウトの一部変更により、
F-18,F-19フィールドが追加：p84、p86
様式６が様式３に統合され、毎月記入へ：p45～
p47
DPC対象病院については、様式５およびGファイル
が廃止され、新様式であるDファイルの提出が必
須：p84、p85、p87
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平成１７年度調査との変更点（３）

様式１項目の変更：ｐ１６～
１ 病院属性～５ 手術情報までは、変更なし

６ 診療情報について、
閉塞性黄疸に対する術前減黄術の有無、病態確診に必要な負荷試
験の種類数、電解質異常の有無、周術期および依存疾患治療時のイ
ンスリン療法、麻酔時間、輸血量の各項目を削除

精神保健福祉法に基づく隔離日数、精神保健福祉法に基づく身体拘
束日数、退院時GAF尺度を追加

外傷関連項目として、外傷の受傷機転、入院時Glasgow Coma 
Scale、入院時収縮期血圧、入院時呼吸回数、AIS関連項目を追加

悪性腫瘍関連項目の入力条件を非必須に変更

７ 補助療法等については、化学療法の有無を除き全て項目
を削除

平成１７年度調査との変更点（４）

データ提出のタイミングの変更
様式３については、毎月提出へ：p4
様式４については、様式１を作成するタイミングで
作成し提出することで統一：p5

3



平成１７年度調査との変更点（５）

データ提出方法の変更
本年度から、媒体はMOのみ:p11
各様式１媒体ではなく、１媒体に全ての様式を入れ
て提出:p11

調査スケジュールのまとめ

６月８日 調査説明会（新規手上げ病院のみ）
７月２５日 検証レセプト、４月～６月分のDEF、様式３の
提出期限
８月２５日 ７月分のDEF、様式１、様式３、様式４の提出
期限
９月２５日 ８月分のDEF、様式１、様式３、様式４の提出
期限

・・・
１月２５日 １２月分のDEF、様式１、様式３、様式４の
提出期限

※本年度からDPC対象病院となった病院については、DPC算定を開始した月
からDファイルを提出。
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注意点（１）

今年度調査より、個別の必須レセ電算追加は
行わず、D,E,Fファイルにおいて、全てのレセ
電算コード対応が必須:p82,p85
D,E,Fファイルにおいて、レセ電算コードに対
応出来ていない医療機関のデータについては、
データ分析の対象としない

注意点（２）

「エラーチェックソフトの配布」及び「データ提出
先」については、今後各病院の連絡担当者宛
にメールでご連絡いたします。：p5
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注意点（３）

データのバックアップ

本年度は、調査が終了した時点で、一括してデー
タ返却を行う予定。

各病院において、提出したデータのバックアップを
行って下さい。

注意点（４）

検証用レセプトは、出来る限り、特定入院期間
越えのレセプト、および入院中に包括の診断
群分類から別の包括の診断群分類へＤＰＣ変
更を伴い差額調整が発生したレセプトを提出
すること。 p7
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注意点（５）

医療機関への調査に関する連絡については、
原則として登録いただいている連絡担当者へ
のメールによる連絡のみとする予定。

必ず、メールを確認している実務担当者を連絡担
当者に登録下さい。

調査に関しご不明の点は、下記メールアドレスま
でご連絡下さい。（電話によるお問い合わせはご
遠慮下さい。） dpc@mhlw.go.jp
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